
学界消息

学
界
消
恩

読
史
会
　
五
月
例
会

　
五
月
一
一
日
（
土
）
午
後
一
聴
よ
り

　
於
、
京
大
楽
友
会
館
（
以
下
詞
）

　
長
者
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
三
浦
圭
　

六
月
例
会
　
六
月
八
礒
（
槽
旧
」
）
午
後
｛
時
よ
り

　
近
轍
初
期
の
幾
内
に
お
け
る
新
田
村
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
寿

　
戦
購
大
名
毛
利
氏
に
つ
い
て
　
　
．
懸
濁
修
三

昭
和
三
八
年
度
藤
季
大
会

　
六
月
十
六
田
（
日
）
午
前
九
縛
半
～
午
後
五
時

　
天
平
元
年
の
変
に
つ
い
て
　
　
　
　
野
田
素
志

　
「
和
魂
洋
才
」
的
鞭
心
樵
　
講
造
の
成
立
に

　
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
彰

　
第
一
次
幣
源
外
交
　
　
　
　
　
　
江
日
圭
一

　
散
所
の
原
型
に
つ
い
て
　
　
　
　

黒
田
俊
雄

　
永
仁
二
年
の
東
大
寺
大
仏
當
燈
料
園
記

　
簸
に
つ
い
て
　
　
　
熱
田
公

　
山
陽
史
論
論
評
よ
り
み
た
近
代
日
本
史
学
史

　
の
側
面
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
洒
丼
忠
雄

　
元
興
寺
極
楽
坊
の
柿
経
に
つ
い
て
（
実
物
展
示
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
重

　
仏
教
と
斎
忌
習
俗
　
　
　
　
　
　
　
柴
賑
　
実

〈
特
別
講
演
〉

　
勾
玉
よ
り
み
た
上
古
の
田
本
　
　
　
梅
原
末
治

東
洋
・
史
大
学
院
会

　
潤
月
二
十
穴
臓
　
　
於
　
　
東
洋
史
研
削
九
室

　
十
六
繊
紀
太
湖
周
辺
に
於
け
る
官
細
辛

　
　
度
の
改
革
　
　
　
　
　
　
森
　
正
夫

　
五
月
二
十
四
田
於
東
洋
史
研
究
室

　
（
欝
評
）
礪
汲
護
門
中
批
貴
族
舗
の
崩

　
　
壊
と
轟
懲
舗
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
二

　
　
一
ノ
三
）
、
「
帳
幕
使
の
成
立
に
つ
い

　
　
て
し
（
『
史
林
』
四
鰻
ノ
四
）
　
　
佐
竹
靖
彦

　
六
月
七
日
　
於
　
東
洋
史
研
究
室

　
十
七
世
紀
後
半
の
北
イ
ン
ド
の
収
税
寡

　
　
と
農
工
履
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
治

　
清
朝
団
練
照
度
の
一
考
察
　
　
　
　
藤
田
敬
一

　
山
ハ
月
二
十
一
日
　
　
於
　
　
齋
ハ
洋
史
研
究
ゆ
鍛

　
五
代
荊
南
学
史
考
　
　
　
　
　
　
　
衣
川
　
　
強

　
清
朝
と
三
里
諸
省
の
少
数
恥
族
　
西
黒
瀬
得

　
　
　
～
改
土
支
流
を
め
ぐ
っ
て
一

中
国
中
横
史
研
究
会

　
四
月
九
日
於
楽
友
会
館

　
後
漢
の
豪
族
に
つ
い
て

　
山
ハ
月
九
日
　
　
於
　
　
名
士
口
権
大
必
ず

　
道
教
集
繊
に
つ
い
て

狩
臨
蔽
鎖

川
勝
義
雄

西
洋
史
読
書
会
例
会
於
京
大
西
洋
史
研
究
室

　
六
月
八
日

　
近
郷
英
葭
園
疑
経
済
の
転
機
　
　
　
農
商
武
臣

　
六
月
＋
烈
烈

プ
留
イ
セ
ソ
憲
法
紛
争
と
国
寅
自
由
党

の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
幸
男

論ハ

ﾐ
月
二
十
九
日

歴
史
に
お
け
る
構
造
の
問
題
　
　
　
岡
部
健
彦

七
月
＋
三
日

ド
イ
ツ
宗
教
改
革
と
修
道
院
財
産
の
没
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
賢
二
郎

人
文
地
理
学
会
　
第
五
＋
｝
圓
例
会

　
五
月
照
明
（
土
）

　
於
　
天
理
大
学

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
調
杏
一
概
報

　
奈
良
盆
地
の
農
村
構
造

．
第
五
十
二
園
例
会

　
六
日
μ
十
五
臼
　
（
土
）

　
於
階
所
高
等
学
校

　
び
わ
湖
の
水
資
源
謝
発
に
つ
い
て

石
川
栄
吉

千
田
正
美

北
川
啓
一

　
中
南
米
に
お
け
る
日
本
人
の
企
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
博

R
書
本
儲
弔
理
鄭
†
A
狐
　
　
一
九
六
一
ご
年
度
春
素
†
大
ム
ム

　
四
月
六
・
七
日

目
於
　
早
稲
田
大
学

第
一
臓

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
商
業
機
能
の
爆

　
発
現
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
q
良
昭

　
斑
雪
燧
ぞ
窪
㌶
州
匹
欝
綜
O
o
ρ
暮
図
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の
地
域
構
造
　
　
　

．
　
　
　
　
山
口
岳
志

ソ
連
に
お
け
る
集
落
研
究
の
特
徴
と
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
一
夫

仙
台
湾
岸
漁
村
に
お
け
る
浅
海
養
殖
業

の
発
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
毅

鹿
児
島
県
峨
木
野
の
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
仙
吉

北
海
道
漁
業
地
域
の
地
理
的
区
分
　
伊
藤
久
雄

竹
本
光
明
の
模
写
地
図
分
類
結
果
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
東
一
郎

初
期
の
地
形
図
類
に
つ
い
て
　
　
　
清
水
靖
夫

志
摩
半
島
に
お
け
る
地
名
の
検
討
　
井
坂
篤
子

（
共
嗣
発
表
）

　
〈
地
域
開
髭
事
業
が
地
域
社
会
に
及
ぼ
す

影
饗
に
つ
い
て
〉

水
島
工
業
地
苗
造
成
と
企
業
誘
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
勉

誘
致
企
業
と
地
元
申
・
小
企
業
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
富
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
森
　
勉

地
域
開
発
が
濃
業
に
及
ぼ
す
影
響
　
由
比
浜
省
筆

地
域
開
発
が
漁
罠
に
及
ぼ
す
影
響
　
河
野
通
博

岡
山
市
を
中
心
と
す
る
都
宙
｝
計
画
の

諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
洋
一

地
域
麗
髭
と
広
域
都
南
問
題
　
　
　
河
野
通
博

　
〈
八
重
山
群
島
の
地
理
学
的
研
究
〉

八
丁
山
開
発
に
伴
う
経
済
的
変
質
の

　
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
泰
竃
ほ
か

　
八
璽
山
簾
発
か
ら
み
た
集
落
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
尚
一
幕
か

　
〈
三
大
都
市
醐
の
地
域
診
断
〉

　
都
二
度
と
農
業
度
か
ら
み
た
場
合
　
服
部
錐
　
　
郎

　
郊
外
度
と
工
業
度
か
ら
み
た
場
合
　
加
賀
谷
一
郎

　
地
域
分
化
か
ら
み
た
地
域
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
永
幸
雄
ほ
か

　
そ
の
他
、
地
形
・
気
候
に
関
す
る
諸
発
衷

第
二
類

　
江
古
田
の
嬢
核
療
養
地
区
の
変
貌
　
滋
良
倹
孝

　
接
収
に
よ
る
都
市
景
観
の
変
容
　
　
畏
沢
竹
治

　
東
京
湾
岸
に
お
け
る
土
地
造
成
　
　
小
沢
利
雄

　
関
東
地
方
の
工
業
地
域
　
　
　
　
板
介
…
勝
高
ほ
か

　
関
東
地
方
に
お
け
る
機
械
工
業
の
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
一
郎

　
大
都
市
生
活
閣
の
構
造
　
　
　

山
鹿
誠
次
ほ
か

　
北
九
州
連
接
都
市
地
域
の
多
核
単
機
能
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
達
雄

　
本
邦
諸
都
市
の
機
能
分
類
に
関
す
る

　
肺
冶
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
石
水
照
雄

　
山
村
に
お
け
る
郡
県
界
の
変
駆
ハ
　
矢
ケ
崎
孝
雄

　
日
本
農
家
の
閉
鎖
型
擬
勢
構
　
　
　
佐
藤
甚
次
郎

　
沖
縄
の
村
落
と
土
地
制
度
　
　
　
　
仲
松
弥
秀

　
山
梨
撮
の
農
村
に
お
け
る
集
団
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
盛
義
高
ほ
か

　
鉱
山
の
開
発
と
地
域
赴
ム
皿
の
展
闘
　
斉
藤
…
桐
胴
剣

　
箱
根
用
水
の
地
理
学
的
考
察
　
　
猪
俣
好
光

　
憲
±
火
由
麓
の
土
地
利
嗣
と
農
業
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寮
規
健
央
・
青
木
広
安

カ
ル
ス
ト
｛
刑
死
大
野
が
原
の
窯
地
利
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
園
清
吉
・
三
浦
　
饗

高
崎
市
西
郊
蒋
田
原
台
地
の
果
樹
園
立
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
万
治

那
須
鶯
状
地
に
お
け
る
大
家
畜
飼
養
の

一
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
須
美
子

淡
路
騰
に
お
け
る
花
卉
載
培
の
立
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
和
夫

水
稲
蛋
睦
力
と
地
力
と
の
関
係
　
　
青
木
千
枝
子

湿
田
直
謹
き
の
自
然
酌
環
境
　
　
　
綴
瀬
良
明

地
目
附
発
と
農
業
構
造
改
善
　
　
赤
峰
倫
介

目
本
に
お
け
る
土
地
改
畏
区
の
分
窃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
　
治

日
本
農
業
機
械
化
の
意
義
　
　
　
　
小
笠
原
義
勝

懲
然
災
害
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
　
服
部
信
彦

そ
の
他
地
形
に
関
す
る
諸
発
表

歴
史
学
研
究
会
　
一
九
六
三
年
度
大
会

　
五
刃
一
八
、
　
一
九
田
，

　
於
　
明
治
大
学

　
第
　
賦

　
総
…
A
筒
部
会
コ
果
ア
ジ
ア
鷹
史
像
の
検
討
偏

　
　
報
告
者
　
堀
敏
一
・
遠
山
茂
樹
・
吉
潤
悟
郎

　
第
二
日
　
部
会

　
律
令
制
の
再
検
討

　
　
報
借
者
　
佐
撚
警
守
・
照
名
網
宏
・
彦
由
　

　
　
　
　
　
　
太
・
村
井
康
彦
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学界消息、

附
本
に
お
け
る
領
主
嗣
の
展
開
と
構
造

　
下
灘
者
　
内
田
実
・
三
木
靖
・
坂
口
勉
・
北
爪

　
　
　
　
真
佐
夫
・
佐
藤
和
彦

幕
末
維
新
期
の
社
会
構
造

　
報
告
者
　
半
田
市
太
鄭
・
守
田
議
美
・
青
木
美

　
　
　
　
智
男
・
安
孫
子
麟
・
鎌
田
永
吉

三
鷹
主
義
世
界
体
制
の
構
造
と
展
開

　
報
告
者
　
矢
沢
康
祐
・
斉
藤
忌

日
本
西
洋
史
学
会
第
十
四
國
大
会

　
五
月
二
十
五
、
　
二
十
山
ハ
門
口
　
　
於
　
　
金
沢
大
学

く
公
開
講
演
V

　
現
代
史
の
面
自
さ
　
　
　
　
　
　
　
巾
由
治
一

　
歴
史
的
個
体
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
増
田
四
郎

く
研
究
報
告
V

　
第
一
鴇

　
ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
叙
寒
湿
の
社
会
的
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
縄
謙
三

　
カ
テ
ィ
リ
：
ナ
陰
謀
事
件
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
忠
典

　
イ
ギ
リ
ス
封
建
制
確
立
期
の
政
治
権
力
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
伊
久
男

　
司
法
組
織
と
裁
…
判
櫨
一
行
よ
り
み
た
翌
一

　
ク
シ
ャ
ー
獄
俗
領
主
の
構
成
　
　
　
松
壇
　
　
裕

　
中
世
後
期
の
貴
族
身
分
　
　
　

井
上
泰
男

　
近
世
初
期
の
中
独
に
お
け
る
提
村
都
市

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
遍
羅
　
誠

　
ジ
ャ
ッ
ク
・
ケ
イ
ド
の
反
乱
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
岡
次
郎

　
イ
ギ
夢
ス
輩
－
命
の
財
政
史
酌
研
究
　
隅
照
誓
司

　
第
二
臼

　
人
交
主
義
に
お
け
る
歴
史
寵
述
　
　
永
井
三
明

　
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
人
闘
関
係
と

　
ア
メ
リ
カ
史
の
解
州
釈
　
　
　
　
　
　
番
太
　
　
描
揮

　
帝
融
主
義
論
に
お
け
る
論
理
と
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屡
鍋
輝
彦

　
第
　
帝
大
戦
後
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
東
方
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
・
ヘ
ル
ピ
ッ
ク

　
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
体
制
の
成
立
　
　
　
和
田
春
樹
【

　
歴
史
理
論
と
し
て
の
「
中
ソ
論
争
紘
斉
藤
　

牽

基
督
数
史
学
会
第
一
四
瑚
大
会

　
六
月
六
日
・
七
臼
・
八
田

　
於
同
志
祉
大
学
神
学
部

　
第
一
僻

　
ウ
イ
ヒ
ト
レ
ア
ド
法
典
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
倉
交
市

　
初
代
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
使
徒
ト
マ

．
ス
の
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
井
　
　
献

　
キ
リ
シ
タ
ン
の
舞
一
　
　
　
　
　
　
柊
　

、
源
　
「

　
専
門
凄
業
と
し
て
の
宗
教
諸
訳
鋤
　
好
編
　
　
肇

　
古
代
と
中
世
の
境
界
と
し
て
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

　
一
枇
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
木
隅
瀬
清
三

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
於
け
る
資
本
史
料
と
学

　
釣
動
静
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
毅
一

〈
特
別
講
演
〉

き
り
し
た
ん
版
の
印
刷
書
誌
　
　
　
富
永
牧
太

パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
シ
ヤ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ア
リ
ニ

ヤ
ー
ノ
と
商
入
イ
グ
ナ
シ
オ
・
モ
レ
イ
ラ

　
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ア
ル
バ
レ
ス
・
タ
ラ
ド
リ
ス

第
二
罰

ダ
マ
ス
コ
の
ヨ
ハ
濫
不
神
轡
†
方
法
熱
澗
　
松
本
｛
笛
↓
∴
田
刀

仏
教
救
搬
軍
の
基
督
教
皆
目
運
動
　
峯
・
崎
康
忠

ア
メ
リ
カ
の
由
果
洋
　
に
お
け
る
初
翻
…
の
医

療
伝
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
門
谷
洋
治

原
始
キ
リ
ス
｝
教
邸
と
新
興
宗
教
の
発

生
史
約
類
型

教
会
鼓
構
成
に
関
す
る
研
究

聖
欝
和
訳
と
尾
張
漂
流
者

旧
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
性
格

西
洋
に
あ
る
東
方
教
会

　
中
村
敬
宇
に
お
け
る
儒
教
と
キ
リ
ス
ト
教

　
教
育
春
と
し
て
の
石
井
十
次
と
留
岡
傘
助

　
誰
廉
臣
（
》
。
　
ノ
ぐ
嬬
一
一
㊤
謹
ω
O
P
）
の
「
蔽
督
実
語
」

　
　
に
つ
い
て

　
高
橋
五
郎
の
塗
書
和
訳

　
第
三
臼
　
見
学
会
　
天
理
図
欝
館
見
学

日
本
研
究
会
　
麻
率
議
演
会

　
山
盛
月
L
T
五
日
目
（
土
）

　
於
立
命
館
大
学

　
植
民
地
主
義
の
歴
史
的
特
長
　
　
　
鈴
木
正
四

佐
々
木
忠
一

挨
藤
　
裕

重
久
篤
太
郎

助
野
健
太
郎

田
北
耕
也

高
橋
畠
玄

武
国
清
子

吉
國
　
寅

海
老
沢
有
道

181 （703）


